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１．本年度の研究成果 

本研究は、がんの病理診断の均てん化に資する病理診断支援拠点網を構築することを

目指し、近年開発・普及が急速に進んできたバーチャルスライド(VS)の特性を生かした

病理診断支援のあり方を検討するもので、平成１９年１月から開始された。VS は、病理

組織標本全体をデジタル化することによってインターネットを通じて遠隔地のパソコン

で画面選択操作しながら観察可能とする技術である。本年度は、がん診療の質的向上と

均てん化の観点から VS をどのように役立てていくことができるか、施設や地域における

取り組みの実例を集積し、発展性や問題点を検討してきた。あわせて、各自治体や各医

療圏、地域などの枠組みの中で行われている病理診断体制の実情を勘案し、どのような

病理診断支援拠点網を、どのような手順で構築し運用していくべきか検討してきた。 
がん診療における病理診断支援の観点から、有効な VS の活用法として１）施設を越え

る術中迅速診断や診断コンサルテーションの推進、２）多施設共同臨床研究等における

病理中央診断の効率化、３）病理診断精度の検証や研究の効率化、４）がん取扱い規約

など標準的な病理診断基準の効果的な提示による普及、５）自施設内や地域勉強会等に

おける病理画像共有による相互研修推進、６）患者・家族への説明資料として供覧、な

どが挙げられる。 
地域において VS の特性を生かした診断支援網整備を実現し、これを根付かせるには未

だいくつかの障害があることが示された。設備投資や運用経費が多額、画像データ保管

の場所や技術支援なども必要であるが、もっとも重要な点のひとつは、診断拠点網構築

の地域的な素地とも言うべき地域内でのコンサルテーションの仕組みが日本全国的にみ

てごく限定的にしか確立していないことである。日本病理学会支部独自にコンサルテー

ションシステムを運用している、広島県をはじめとする中国・四国支部では VS を用いた

遠隔診断支援が試みられている。 
 
２．前年までの研究成果 

初年度の３ヶ月は、これまで専ら教育・学術研究用に用いられてきたバーチャルスラ

イドのもつ診断・医療機器としての信頼性・利便性の評価や問題点の検証を試みた。同

年２月には、都道府県がん診療連携拠点病院の病理医を含む全国の病理医に参加を求め

て意見交換会を開催した。この会では、遠隔病理診断に際して診断責任の所在を明確化

する必要性の是非、診断機器としての VS の認知に関する問題点、標本作製や画像取得に

関する技術的改良や技術の標準化の必要性、さらに施設における運用可能性の問題、拠



点病院以外の施設への診断支援網の展開等についての重要な討論が活発に行われ、今後

これらに対応する方策の検討が必要であろうことが明らかになった。 
 
３．研究成果の意義及び今後の発展性 

質の高いがん医療の実現には精度と専門性に優れた病理診断が十分に機能する必要が

あるが、わが国における病理医数（約 1900 名）は総医師数に対して約 0.7%で欧米の半

分以下と非常に少なく、しかも大都市と地方では分布に偏りがあり医療の地域間較差の

一面を現している。病理医の常駐する病院でも多くの施設では一人体制で病理診断がお

こなわれている現状にある。全国のがん患者それぞれに最適な治療を提供するためには、

各診療施設の病理医を効率よく迅速に支援することにより、高い水準の病理診断を均て

ん化する必要がある。  
本研究によって全国のがん診療施設の病理診断を効率よく支援するために最適な VS

の活用法、またこれを有効に運用するための地域・施設・臓器別専門家集団等の体制整

備のあり方を示しこれを実現することができれば、全国のがん患者が上質で標準的な診

療を享受することが可能になるとともに、医療資源を有効利用する社会的基盤の構築や

人材育成にもつながるものと期待される。 
 
４．倫理面への配慮 
 本研究では診療目的で得られた標本のみを用いるため、新たに検体を採取することは

なく患者への身体的危険はない。診断、評価、解析、発表において患者個人識別情報は

完全にマスクされる。その他、臨床研究に関する倫理指針（平成１６年厚生労働省告示

第４５９号）および申請者所属機関の倫理規定を遵守して行われる。遺伝子解析研究を

行う計画はない。 
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